
NPOトラッソス
2016 年度活動報告書



NPO トラッソス は 、障がい者と健常者が共に成長できる

社会の実現を目指し、サッカーを通して知的障がい児・者と健常

者がお互いを認め合い尊重し合えるコミュニティ作りに取り組ん

でいます。障がい児・者がやりたくなるサッカーを提供し、そし

てサッカーを通して社会進出を促進するのが私たちの理念です。

障 が い者と健常者が共に成長できる社会を実現するため、私た

ちは障がい者とその家族へのアプローチと健常者と地域社会への

アプローチが必要と考えます。知的障害や発達障害のある子ども

トラッソスの取り組み
や大人が、精神的な自立、社会性、コミュニケーション能力、挨

拶などの礼儀を身につけていることで円滑に地域社会と関わって

いくことができます。そして、本人や家族の誰かに知的障害や発

達障害があっても安心して生活できる社会を実現させるには、健

常児・者の理解と地域のサポートが不可欠です。NPO トラッソ

スでは、交流会やセミナーを実施し、健常者や地域への関心や

意識を高める活動を行っています。

NPO トラッソスはスポーツを通し、障がい者と健常者も全ての

人が普通に、共に地域で暮らし生きていける社会の実現を目指

します。

ビジョン | VISION

ミッション | MISSION
知的障がい児・者のサッカーの普及と選手・指導者育成
知的障がい児・者の社会進出
知的障がい児・者の精神的自立

スポーツを通し、障がい者と健常者が
共に成長できる社会の実現

健常児・者 障がい児・者

・アドボカシー活動
・セミナー実施
・交流会実施

・サッカースクール
・指導者派遣
・交流会実施

サッカーを通して
触れ合う機会を作る

ごあいさつ
私たちは知的障がいのある方たちが、少しでも社会の中で自立し心身ともに豊かな生活が送れ

る支援をしたいと NPO 法人トラッソスを設立致しました。

週に数回のスクール・クラブですが、体力をつけ健康を維持するだけでなく、仲間との心のふ

れあいも大切に活動しています。一つのボールを追いかけ、汗をかき、コートを走り回る姿はす

がすがしく素敵です。また大会を通して健常児・者の方たちとの交流も行っています。お互いが

学び合える場面や、感動にたくさん出会えます。

ご協力くださる保護者、ボランティアの皆さんには心より感謝しております。これからもますま

す輪が大きく成長していくことを楽しみに活動していきます。

特定非営利活動法人トラッソス 

理 事 長　江木ひかり

交流事業
指導者
育成・派 遣

サッカースクール・
サッカークラブ運営

トラッソスについて 　

子供から大人まで、

知的障害や発達障害

などの特性のある

方々がサッカーを楽しめるスクール

とクラブを運営しています。

サッカースクール
サッカークラブ運営

交流事業
知的障がい児・者と健常児・者が

サッカーを通した交流の場を設け、

相互理解を深めるイベントを開催

しています。

指導者派遣
どの町にも知的障がい児･ 者の笑顔

がある場所を増やすために、NPO

トラッソスでは様々な地域 ･ 団体

に指導者を派遣しています。

指導者育成
より多くの場所に指導者を派遣

しクラスを開催できるように、より

多くの知的障がい児・者が通いやすい

場所に新たなスクールを開設できるよ

うに、専門的な知識と実地経験を持つ

指導者を育成しています。



TRACOS 
SOCCER SChool FC TRACOS 
サッカースクールのクラスやクラブで

のトレーニングに加え、色々な活動を通して

地域社会と関わりながら成長しています。健

常児者との交流大会、サマー・キャンプ、ク

リスマス会、ファミリーサッカーなどのイベン

トを行っています。

また、主催イベントとして開催する「全日本

知的障害児 ･ 者サッカー競技会にっこにこ

フェスタ」では、知的障がい者・発達障害の

ある方々、保護者・家族の方々、施設関係

者の方々が情報を交換し、またボランティア

として参加する健常児・者が交流する機会と

なっています。

Dec.

保護者の方々への感謝を込めてクリスマス会が開か

れます。保護者・家族の方々の交流の場ともなって

います。

Feb.

青森遠征では、東京では経験できない、雪上サッカー

などを体験したり、現地で活動する団体との交流の場

となっています。

Aug.

保護者と離れて、自然の中で集団で生活をするサマー

キャンプでは自立心や協調性が育ちます。

Jan.

健 常 児・ 者 と 一 緒 に サ ッ カ ー を す る 交 流 会

COPA&TRA（コパトラ）を通し、コミュニケーショ

ン能力や社会性を高めます。

Oct.

にっこにこフェスタ（全日本知的障がい児・者サッカー

競技会）では「誰でも、一人でも、仲間とも、家族とも」

楽しめるサッカーを提案しています。

トラッソス・サッカースクールでは「できる楽しさ」「ボールを追いかける

楽しさ」など、会員から自然と“笑顔”がわいてくるメニューを用意しています。失

敗を恐るのではなく、失敗することも楽しんでチャレンジを積み重ねることで達成感

と自信を持ってもらいます。

サッカークラブ（FCトラッソス）は原則として高校生以上で構成され、仲間

と協力して“笑顔”で楽しむサッカーを行っています。クラブでは、仲間を大切にし、仲

間と共に汗を流しながらグループでの達成感を味わいます。勝敗に拘ることをせず、選

手同士の絆、選手同士の言動に着目し、何が本当に大切なのかを追及していきます。

スクール・クラブ活動報告 交流会事業　

数字で見るトラッソス

コーチ派遣回数月のスクール回数 月のクラブ回数

コーチの数スクール生の数 クラブ選手の数

登録ボランティア数
登録ボランティア以外にも、ボランティア

として多くの方が支援してくれています。

第 9 回 にっこにこフェスタ
知的障がい児・者が、日常的にスポーツに携わる機会は少なく、また、その中でも未経験者から競技者までとニーズの
幅も広いのが現状です。このような環境で普及の種を蒔き、環境改善及び意識の高揚、地域社会への理解を図ることを
目的として、にっこにこフェスタでは「誰でも、一人でも、仲間とも、家族とも」楽しめるサッカーを提案しています。

開催期日：平成 28 年10 月16 日( 日 )
開催会場：江戸川区陸上競技場
参加選手：団体数　39 団体（選手数　560 名）・個人参加者数　24 名 ・監督・コーチ・引率者　258 名
ボランティア数：315 名　観戦者数：520 名　
総参加者数：1,677 名



ご支援頂いた企業・団体の皆さま m 　

クラブ・スクール事業は、指導指針の原点に戻り、更に楽しさが広がるようにメニューの考案に力を注ぎます。
指導者派遣事業は、より多くの地域に楽しさを届けられるように、行政や団体と繋がりを求めていき、「余暇活動から日
常生活を豊かにする」ことを提案していきます。指導者育成については、筑波大学准教授と協働して、『障がい児の未来
を見つめる指導者塾』を開講し、障害の有無に関係なく子ども達に携わる指導者を集め、悩み・気づき・発想などを共
有していきます。
交流会事業は、継続してcopa&COPAを開催し、スポーツを通して自然な相互理解の場を提供していきます。にっこに
こフェスタは10 回開催記念となります。より多くの方々に楽しんでいただけるように、さらに楽しいイベントにします。

来期への展望

今年度の事業概要 活動計算書
指導者派遣事業
指導者派遣事業
サッカーの指導者はたくさん存在しますが、知的障害・発達障害のある方々を対象とする指

導者は極めて少ないのが現状です。また、トラッソスの活動する会場に来ることが困難な方

もたくさんいます。各地に指導者を派遣し、笑顔で楽しむサッカーの提供を行っています。

指導者育成
帝京平成大学院准教授による「発達心理学勉強会」
就労直後または就労 2 ～ 3 年を経過する者が精神的不安定になることが多くなってきて

いるため、専門知識を有する准教授の指導の下、大学院生の実習先となり、選手及び保護

者のメンタルケアを行いました。また、スタッフは定型発達の方と障害のある方の発達心

理学を月 2 回のペースで学び、関わる子ども達の成長時の心理の成り立ちなどを知ること

で、指導現場で更なるサポートを実行することができました。

「発達性協調運動障がい（DCD）セミナー」の開催
長崎大学及び筑波大学、各地で障がい児を対象としたスポーツ活動をしている方々を招聘

して、勉強会を開催しました。日々、悩みを抱え、試行錯誤して現場で向き合ってる指導

者や教員などが多く参加しました。

初級障がい者スポーツ指導員養成講座
帝京平成大学千葉キャンパスで行われる講座に、講師として登壇しました。知的障害・発

達障害のある方々のサッカー環境、特徴などを伝え、指導者のあるべき姿を伝えました。

クラブ運営事業
サッカースクール
東京都内で 5つ（白鷺、江東、鹿本、中野およ

び堅川スクール）神奈川県で 2 つ（藤沢および

横浜スクール）の計7 つのスクールで、毎週サッ

カークラスを実施しています。[ 生徒数 69 名 ]

サッカークラブ
サッカークラブは毎週金曜日に都内にて行って

います。2016 年度の東京都障害者スポーツ大

会戦績結果は、2部クラス3位、3部クラス2位・

4 位でした。[ 選手数 51名 ]

交流会事業
copa-tra 及び COPA-TRA
2017 年 1月開催。

第9回全日本知的障害児･者サッカー競技会
～にっこにこフェスタ～
2016 年 10 月開催。第 9 回となる当競技会

には、選手・監督・サポーター・ボランティア

を含む 1,700 名近い来場者がありました。

事業収益 19,203,123 
寄付金 3,119,669 
助成金 1,528,000 
会費 667,000 
利息 575 
合計 24,518,367 

経常収益 経常費用
人件費 9,225,026 施設使用料 1,709,890 
備品費 3,350,709 事務費 1,543,374 
管理費 2,109,246 リース料 1,127,976 
交通費 1,887,346 その他経費 3,231,575 

合計 24,185,142

事業収益

寄付金

助成金

会費

人件費

備品費管理費

事務費

施設使用料

交通費

その他リース料

平成 27 年 12 月1日から平成 28 年 11月 30 日まで （単位： 円）

活動計算書の詳細は「平成 27 年度 特定非営利活動に係る活動計算書報告書」（PDF）として、ウェブサイトより閲覧頂けます。また、NPO

法人としての事業報告書などを、所轄庁である東京都に提出し情報を公開しております。

株式会社オーエンス		  株式会社 D&I		  リベラル株式会社		

株式会社ナカノ商会		  株式会社 AZZIT	 株式会社 COUXU		

株式会社アクト・テクニカルサポート		  東洋海運通商株式会社		 有限会社エムデーエフ

リクルーターズカップ参加各社

 Hays ・Robert Walters ・ Intelligence ・ En world. Japan ・ Robert Half ・ Boyd & Moore ・ Allegis Group

他にも多くの企業・団体の皆さまよりご支援を頂戴しております。また、会員の皆さまやボランティアの方など
個人の方による支援や応援もたくさん頂いております。皆さまのご支援、誠にありがとうございます。

ASSETNEEDS,INC
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